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研究の全体概要 

生物多様性の保全は国際的な大問題である。生物多様性条約第 10回締約国会議（COP10）では、2011

年から 2020 年の戦略計画を策定し、生物多様性保全の目標（愛知目標）を設定したが、目標達成状況

は十分ではなく、更なる生物多様性保全に向けた取り組みの必要性が認識されている。IPBES（生物多

様性及び生態系サービスに関する政府間科学-政策プラットフォーム）地球規模評価では、生物多様性

を脅かす直接的要因として気候変動や侵略的外来種等と並んで、汚染が挙げられ、次期生物多様性目標

（ポスト 2020 目標）においても、汚染対策が盛り込まれる見通しである。国内においても鉛や農薬な

ど様々な汚染物質による野生動物への影響が問題視されている。汚染物質の野生動物への影響を解明す

るため、野生動物に曝露実験ができれば、正確に評価可能であるが、野生動物の個体を用いた研究は非

常に難しく、代替法の開発が必要である。個体レベルの実験が難しいヒトでは、培養細胞を用いて多様

なリスク評価が進められている。分野横断的に、野生動物においても培養細胞を用いた汚染物質の評価

系が構築できれば、生物多様性を脅かす要因の一つである汚染物質の実験的評価が可能になる。 

本研究では、汚染物質である殺鼠剤のウミガメへの影響をモデルとして、培養細胞による汚染物質評

価系を構築し、有用性を検証する。研究代表が所属する国立環境研究所には、生息域外保全の一環とし

て多様な生物由来の体細胞が保存されており、本研究では保存済み細胞を活用する。サブテーマ１では、

ラット、クマネズミ、ウミガメ由来の細胞を用いて、殺鼠剤の試験管内曝露実験を実施し、殺鼠剤の影

響を比較評価する。サブテーマ２では、個体レベルでラット、クマネズミ、アオウミガメに対する殺鼠

剤の曝露実験を行う。ウミガメに対する曝露実験は報告が皆無であるため、本研究では哺乳類、鳥類の

方法を参考に評価手法を開発する。最後に、サブテーマ１とサブテーマ２の結果を比較し、培養細胞に

よる殺鼠剤の影響評価の有用性を検証する。本研究において、培養細胞を用いた汚染物質評価系の有用

性が実証できれば、今後、侵略的外来種対策として使用予定の殺鼠剤の非対象種への影響が実験的に予

測可能になる。 
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